
2006 年 5月27日から6月4日まで、「家畜のプリ

オン病に関する国際会議」への参加ならびにVLAの

Weybridge 研究所とLasswade 研究所および英国動

物衛生研究所神経病理部門を視察した。

1986 年の牛海綿状脳症 (BSE) の初発生から20

年、また1996 年の変異型クロイツフェルト・ヤコブ病

(vCJD) の報告から10 年の節目として開催された標記

シンポジウムに参加したので、その概要を報告する。シ

ンポジウムはVLA、 英環境農食料省 (DEFRA)、国

際獣疫事務局 (OIE)、 TSEと食の安全の国際フォーラ

ム (TAFS) が共同で主催し、プリオン病研究センターは

OIEリファレンス研究所として会議を助けるとともに、科

学運営委員会の一員としても協力した。250名以上の参

加者には、ヨーロッパに限らずアメリカ、カナダ、アジ

アの動物プリオン病の研究者および行政担当者が含まれ

ていた。

シンポジウムのトピックは、研究、診断、疫学ならび

に防疫対策まで多岐にわたっており、動物プリオン病に

関わる様々な領域の参加者のため、主会場でのセッショ

ンに加えて、病原体に関するセッション、疫学、防疫対

策に関するセッションの2種類のプログラムが同時に進

められた。プログラムの一部が重複していたため、す

べての演題を聴講することができなかったことは残念で

あった。各国での非定型BSEの発生、非定型BSEの

伝達試験が報告された。筆者らは「末梢神経における異

常プリオン蛋白質 (PrPSc) の蓄積」に関する発表を行っ

た。我が国のサンプルでBSE牛の副腎、末梢神経 (PNS)

からPrPSc を検出したことに加えて、英国のBSE 実験

感染牛サンプルを用いて PNSと中枢神経系 (CNS) にお

けるPrPSc 検出の関連について比較解析を行った。そ

の結果、PNSにおけるPrPSc の蓄積はCNSと同時ま

たはそれ以降に認められることを明らかにし、BSE 検

査で陽性牛を摘発・淘汰することが、PNSに蓄積する

PrPSc のリスクを除去する効率的方策であることを指摘

した。パネルディスカッションでは、本発表に関して多

くの質疑が寄せられ、特定危険部位の定義、BSEテス

トの意義、PrPSc と感染性の関係などについて議論が白

熱した。

ヨーロッパでは、BSE 感染羊、非定型スクレイピーに関する調査・研究が精
力的に行われている。この写真は英国エジンバラ郊外にある VLA Lasswade
研究所で飼育されているスクレイピー実験感染羊。
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蛋白質分解酵素に対する抵抗性の弱いPrPSc が主と

して小脳に蓄積する非定型スクレイピーが欧州で増加

していること、また非定型スクレイピーは従来抵抗性と

考えられていたプリオン遺伝子型の羊群に発生が認め

られることが問題となっている。非定型スクレイピーの

摘発数は、検査手法と検査対象範囲に依存していると

考えられることから、我が国の伝達性海綿状脳症(TSE)

スクリーニングの手法の見直しも必要と考えられる。

BSEの発生頭数は減少しており、当面の問題は回避さ

れたかにみえるが、BSEの撲滅にはまだ努力が必要で

ある。vCJD の輸血、手術器具を介した人から人への

伝播の危険性も大きな問題となっている。また、非定

型 BSE および非定型スクレイピーの出現は、家畜プリ

オン病の問題を複雑にしており、さらなる取り組みが必

要である。

VLAのWeybridge 研究所とLasswade 研究所お

よび英国動物衛生研究所神経病理部門の3 研究所を

訪問し、それぞれ BSE 実験感染牛、スクレイピー実

験感染羊、プリオン伝達試験マウス施設ならびにバイ

オセーフティ、バイオセキュリティについて説明を受け

た。先の国際会議に加えて、各研究所における最新の

研究動向に関する情報も入手できた。現在実施中の共

同研究および今後の共同研究の可能性についても議論

することができ、大変有意義な出張となった。今回の

出張の機会を与えていただいた関係者の皆様に深謝い

たします。
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